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1. はじめに 

 AV10O15(A=Ba,Sr)において，A=Ba の場合は 123K で構

造相転移がおき，そこで電気抵抗が 10
3倍にとぶ金属絶

縁体相転移が起きるが，A=Sr の場合は転移は起きない。

この二つの混晶系である Ba1-xSrxV10O15 では，過去の研

究により，x=0.07 付近で転移が起きなくなることがわ

かっている[1]。そこで，本論文では相転移の境界である

x=0.06,0.07 の単結晶試料を作製し，電気抵抗と帯磁率

の温度依存性を測定することで，金属絶縁体相境界の

異常物性を探索した。 

 

2. 実験方法 

まず Ba1-xSrxV10O15(x=0.06,0.07)の多結晶試料を作製

し，それを用いて FZ 法により単結晶試料を作製した。

作製した試料を粉末 X 線回折によって確認し，ラウエ

法により軸を出してカットした。その後，四端子法に

より電気抵抗を，SQUID により帯磁率を各軸方向に対

して測定した。 

 

3. 実験結果と考察 

 3.1 電気抵抗測定 

 Fig.1 に示すように，a，c 軸方向の電気抵抗において

は構造相転移による温度ヒステリシスを伴った伝導状

態から絶縁体状態への転移がみられる。一方，b 軸方向

においては最低温(15K)まで温度を下げても転移はみら

れないが，最低温から温度を上げていくと 73K で伝導

状態から絶縁体状態に移り，さらに温度を上げていく

と 101K で再び伝導状態に戻るような異常が観測され

た。b 軸方向についてさらに詳しい情報を得るために，

温度変化のさせ方を変えて測定を行った結果を Fig.2，3

にそれぞれ示す。これらの振る舞いは熱力学的なモデ

ルでは説明できない。したがって，金属と絶縁体の二

相共存状態が変化することに由来すると考えられる。 
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 Fig.1 Ba0.94Sr0.06V10O15の抵抗率の温度依存性 

（300K→15K→300K） 
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Fig.2 抵抗率の温度依存性 

(300K→15K→86K→15K→300K) 
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Fig.3 抵抗率の温度依存性 

(300K→60K→300K) 

 

 3.2 帯磁率測定 

 Fig.4 に示すように，全ての軸方向の帯磁率で構

造相転移に対応する異常が観測された。さらに低

温側で TN1=21K，TN2=36K の二箇所に反強磁性相

転移と考えられるカスプがみられた。これは，

A=Ba における反強磁性相と A=Sr における反強磁

性相が混在しているためだと考えられる。 

 
Fig.4 Ba0.94Sr0.06V10O15の帯磁率の温度依存性 
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